
(57)【要約】

【課題】部品点数を低減すると共に、アース線の車体へ

の接続作業性を改善する。

【解決手段】ボルト軸部１０ｂにアース端子接続部１０

ｇを固定あるいは回転自在に係止して一体化した車体側

接続部品１０を備え、アース端子接続部材１０ｇは板状

嵌合部１０ｄを有し先端に係止爪部１０ｅを設けている

一方、電線端末のアース端子１１は、基板１１ａの両側

より弾性係止片１１ｂ、１１ｃを折り返して設けており

、車体側接続部品１０の板状嵌合部１０ｄをアース端子

１１に挿入して係止爪部１０ｅを弾性係止片１１ｂ、１

１ｃの後端に係止しており、電線ｗが車体解体時に引き

抜かれると、アース端子１１が変形して、車体に固定さ

れた車体側接続部品１０との係止が解かれて、アース端

子１１が電線ｗと共に離脱する。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
車 体 に 取 り 付 け ら れ る ボ ル ト の 軸 部 に 、 ア ー ス 端 子 接 続 部 材 を 固 定 あ る い は 回 転 自 在 に 係
止 し て 一 体 化 し た 車 体 側 接 続 部 品 を 備 え 、 上 記 ア ー ス 端 子 接 続 部 材 は ボ ル ト 軸 部 側 よ り 突
出 し た 板 状 嵌 合 部 を 有 し 、 該 板 状 嵌 合 部 の 先 端 に 係 止 爪 部 を 設 け て い る 一 方 、
電 線 端 末 に 接 続 さ れ る ア ー ス 端 子 は 、 先 端 側 の 電 気 接 触 部 を 、 基 板 の 両 側 よ り 一 対 の 弾 性
係 止 片 を 折 り 返 し て 設 け た フ ァ ス ト ン 端 子 と し 、
上 記 車 体 側 接 続 部 品 の 板 状 嵌 合 部 を 上 記 ア ー ス 端 子 の 電 気 接 触 部 に 挿 入 し て 先 端 の 係 止 爪
部 を 電 気 接 触 部 の 後 端 に 係 止 し て お り 、
上 記 ア ー ス 端 子 を 接 続 し た 電 線 が 車 体 解 体 時 に 引 き 抜 か れ る と 、 該 ア ー ス 端 子 が 変 形 し て
、 車 体 に 固 定 さ れ た 上 記 車 体 側 接 続 部 品 と の 係 止 が 解 か れ て 、 ア ー ス 端 子 が 電 線 と 共 に 離
脱 す る 構 成 と し て い る ア ー ス 端 子 の 車 体 取 付 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
上 記 車 体 側 接 続 部 品 の 板 状 嵌 合 部 は 上 向 き に 傾 斜 さ せ て い る 請 求 項 １ に 記 載 の ア ー ス 端 子
の 車 体 取 付 構 造 。
【 請 求 項 ３ 】
上 記 車 体 側 接 続 部 品 の 板 状 嵌 合 部 は 複 数 と し 、 ボ ル ト 軸 部 側 よ り 周 方 向 に 間 隔 を あ け て 突
出 さ せ て い る 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 の ア ー ス 端 子 の 車 体 取 付 構 造 。
【 請 求 項 ４ 】
上 記 車 体 側 接 続 部 品 は ボ ル ト 軸 部 側 よ り 連 結 板 部 を 突 設 し 、 該 連 結 板 部 よ り 間 隔 を あ け て
複 数 の 板 状 嵌 合 部 を 並 列 に 突 設 し て い る 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 の ア ー ス 端 子 の 車
体 取 付 構 造 。
【 請 求 項 ５ 】
上 記 車 体 側 接 続 部 品 の 板 状 嵌 合 部 先 端 に 設 け る 係 止 爪 部 は 、 先 端 よ り 分 岐 し て 左 右 に 突 出
さ せ た 一 対 の 爪 部 か ら な り 、 該 爪 部 を ア ー ス 端 子 の 左 右 の 弾 性 係 止 片 の 後 端 に 引 っ 掛 け 、
電 線 引 き 抜 き 時 に 左 右 の 弾 性 係 止 片 が 広 が る こ と に よ り 係 止 が 解 か れ る 構 成 と し て い る 請
求 項 １ 乃 至 請 求 項 ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の ア ー ス 端 子 の 車 体 取 付 構 造 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 が 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 　 自 動 車 に 配 線 す る 電 線 端 末 に 接 続 さ れ た ア ー ス 端 子 の 車 体 取 付 構 造 に 関 し 、 特
に 、 自 動 車 を 廃 車 と し て 解 体 す る 時 に 、 電 線 と 車 体 と を 分 別 回 収 す る た め に 、 車 体 に ア ー
ス 接 続 さ れ る 電 線 を 車 体 か ら 確 実 に 取 り 外 す も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 、 自 動 車 に 配 線 す る 電 線 は 、 そ の 端 末 に ア ー ス 端 子 を 接 続 し 、 該 ア ー ス 端 子 を 車 体 に
ボ ル ト 締 め で 固 定 し て い る 。
例 え ば 、 図 １ ０ （ Ａ ） に 示 す よ う に 、 複 数 の 電 線 ｗ の 端 末 を ア ー ス 端 子 １ に 圧 着 接 続 し 、
ま た は 、 図 １ ０ （ Ｂ ） に 示 す よ う に １ 本 の 電 線 ｗ を ア ー ス 端 子 ２ に 圧 着 接 続 し 、 こ れ ら ア
ー ス 端 子 １ 、 ２ を ア ー ス 専 用 の ボ ル ト Ｂ に よ り 車 体 Ｐ に 固 定 し て い る 。
ま た 、 図 １ ０ （ Ｃ ） に 示 す よ う に 、 多 数 本 の 電 線 ｗ を ア ー ス ジ ョ イ ン ト コ ネ ク タ ４ に 接 続
し 、 そ の 内 の １ 本 の 電 線 を ア ー ス 端 子 １ に 接 続 し て 、 他 の 回 路 の 電 線 と 共 に 車 体 Ｐ に ア ー
ス 接 続 す る 場 合 も あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
近 年 は 電 装 シ ス テ ム の 多 様 化 に よ り ア ー ス 線 は 増 加 の 一 途 を た ど り 、 そ れ に 伴 い 車 体 へ の
ア ー ス 接 続 箇 所 が 増 加 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
自 動 車 を 廃 車 と し 、 解 体 す る 場 合 に は 、 分 別 回 収 す る 必 要 が あ る た め 、 ワ イ ヤ ハ ー ネ ス を
車 体 か ら 完 全 に 取 り 除 く こ と が 要 望 さ れ て い る 。
上 記 の よ う に ア ー ス 専 用 の ボ ル ト Ｂ に よ り ア ー ス 端 子 が 車 体 Ｐ に 固 定 さ れ た ア ー ス 線 は 、
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ボ ル ト Ｂ を 車 体 Ｐ か ら 取 り 外 す 必 要 が あ る 。 し か し な が ら 、 ワ イ ヤ ハ ー ネ ス の 車 体 か ら の
取 り 除 き 作 業 は 、 ク レ ー ン の 先 端 に 取 り 付 け た フ ッ ク を ワ イ ヤ ハ ー ネ ス に 引 っ 掛 け て 、 引
き 抜 く こ と に よ り 行 わ れ て お り 、 ボ ル ト を １ 本 づ つ 取 り 除 く 作 業 は 非 常 に 繁 雑 で 手 数 が か
か る た め に 、 車 体 解 体 作 業 時 に は 為 さ れ な い 。
よ っ て 、 ア ー ス 端 子 １ 、 ２ が ボ ル ト Ｂ に よ り 強 固 に 車 体 Ｐ に 固 定 さ れ て い る ア ー ス 線 は 、
図 １ １ に 示 す よ う に 、 ア ー ス 端 子 １ は 車 体 Ｐ に 固 定 さ れ た ま ま の 状 態 で ア ー ス 線 ｗ が 途 中
で 切 断 し た り 、 ア ー ス 端 子 １ と の 接 続 端 （ 所 謂 、 首 下 位 置 ） で ア ー ス 線 が 切 断 し て し ま い
、 ア ー ス 端 子 １ に 切 断 さ れ た ア ー ス 線 ｗ が 残 留 し や す い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
上 記 し た 問 題 に 鑑 み て 、 特 開 平 ９ － ８ ２ ３ ８ ４ 号 に お い て 図 １ ２ に 示 す 如 き 、 ア ー ス 端 子
を 分 割 し た 構 成 と し 、 ア ー ス 電 線 ｗ と 圧 着 接 続 さ れ る 電 線 接 続 部 材 ５ と ボ ル ト Ｂ に よ り 車
体 Ｐ に 固 定 さ れ る 車 体 接 続 部 材 ６ と に 分 け 、 車 体 接 続 部 材 ６ を 電 線 接 続 部 材 ５ に 抜 き 取 り
可 能 に 接 続 し 、 ア ー ス 線 ｗ を 車 体 Ｐ よ り 取 り 外 す 時 に 、 電 線 接 続 部 材 ５ が 車 体 接 続 部 材 ６
と 離 脱 さ れ る よ う に し た も の が 提 案 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 ９ － ８ ２ ３ ８ ４ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
上 記 ア ー ス 端 子 を 分 割 形 状 と し た 場 合 、 電 線 に 圧 着 さ れ る 電 線 接 続 部 材 ５ と 、 車 体 接 続 部
材 ６ と 、 該 車 体 接 続 部 材 ６ を 車 体 Ｐ に 固 定 す る た め に ア ー ス 専 用 の ボ ル ト Ｂ と の ３ 部 品 が
必 要 と な り 、 部 品 点 数 が 増 加 し 、 部 品 管 理 に 手 数 が か か る 問 題 が あ る 。 特 に 、 前 述 し た よ
う に 、 車 体 へ の ア ー ス 接 続 箇 所 が 増 加 し て い る た め 、 ア ー ス 線 ｗ を 車 体 ア ー ス す る 工 程 で
は 、 電 線 接 続 部 材 ５ と 車 体 接 続 部 材 ６ と を 嵌 合 係 止 し 、 つ い で 、 車 体 接 続 部 材 ６ の 丸 穴 ６
ａ を 車 体 Ｐ の 取 付 穴 Ｈ に 連 通 さ せ て 配 置 し 、 そ の 後 、 ボ ル ト Ｂ を 丸 穴 ６ ａ よ り 取 付 穴 Ｈ に
通 し 、 車 体 Ｐ の 背 面 側 に 溶 接 さ れ て い る ナ ッ ト ７ に ネ ジ 込 む 作 業 が 必 要 と な り 、 組 み つ け
作 業 性 が 低 下 す る 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
さ ら に 、 図 １ ２ に 示 す 構 成 で は 、 １ 本 の ア ー ス 線 を そ れ ぞ れ ボ ル ト Ｂ で 車 体 へ ア ー ス す る
必 要 が あ り 、 多 数 本 の ア ー ス 線 を 一 度 に 車 体 へ ア ー ス 接 続 す る こ と は 出 来 な い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
本 発 明 は 上 記 し た 問 題 に 鑑 み て な さ れ た も の で 、 部 品 点 数 を 低 減 す る と 共 に 、 ア ー ス 線 の
車 体 へ の 接 続 作 業 性 を 改 善 す る こ と を 課 題 と し て い る 。 ま た 、 多 数 本 の ア ー ス 線 を 一 度 に
車 体 へ ア ー ス 接 続 で き る よ う に す る こ と も 課 題 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 課 題 を 解 決 す る た め 、 本 発 明 は 、 車 体 に 取 り 付 け ら れ る ボ ル ト の 軸 部 に 、 ア ー ス 端 子
接 続 部 材 を 固 定 あ る い は 回 転 自 在 に 係 止 し て 一 体 化 し た 車 体 側 接 続 部 品 を 備 え 、 上 記 ア ー
ス 端 子 接 続 部 材 は ボ ル ト 軸 部 側 よ り 突 出 し た 板 状 嵌 合 部 を 有 し 、 該 板 状 嵌 合 部 の 先 端 に 係
止 爪 部 を 設 け て い る 一 方 、
電 線 端 末 に 接 続 さ れ る ア ー ス 端 子 は 、 先 端 側 の 電 気 接 触 部 を 、 基 板 の 両 側 よ り 一 対 の 弾 性
係 止 片 を 折 り 返 し て 設 け た フ ァ ス ト 端 子 と し 、
上 記 車 体 側 接 続 部 品 の 板 状 嵌 合 部 を 上 記 ア ー ス 端 子 の 電 気 接 触 部 に 挿 入 し て 先 端 の 係 止 爪
部 を 電 気 接 触 部 の 後 端 に 係 止 し て お り 、
上 記 ア ー ス 端 子 を 接 続 し た 電 線 が 車 体 解 体 時 に 引 き 抜 か れ る と 、 該 ア ー ス 端 子 が 変 形 し て
、 車 体 に 固 定 さ れ た 上 記 車 体 側 接 続 部 品 と の 係 止 が 解 か れ て 、 ア ー ス 端 子 が 電 線 と 共 に 離
脱 す る 構 成 と し て い る ア ー ス 端 子 の 車 体 取 付 構 造 を 提 供 し て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
上 記 ボ ル ト の 軸 部 と ア ー ス 端 子 接 続 部 材 と の 一 体 化 は 、 ア ー ス 端 子 接 続 部 材 の 環 状 部 の 丸
穴 に ボ ル ト 軸 部 を 通 し 、 こ の 状 態 で 溶 接 し て 一 体 化 し て い る 。 あ る い は 、 環 状 部 の 丸 穴 に
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ボ ル ト 軸 部 を 通 し た 後 に 抜 け 止 め 機 構 に よ り 、 環 状 部 と 軸 部 と を 回 転 可 能 に 係 止 し て 一 体
化 し て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
上 記 車 体 側 接 続 部 品 は 予 め 車 体 に ボ ル ト 軸 部 を ネ ジ 止 め で 固 定 し て お き 、 ア ー ス 線 に 接 続
し た ア ー ス 端 子 と 、 車 体 側 接 続 部 品 の 板 状 嵌 合 部 に 挿 入 係 止 す る こ と に よ り 、 ア ー ス 線 を
車 体 へ ア ー ス 接 続 し て い る 。
こ の よ う に 、 前 記 図 １ ２ で は ３ 部 品 で あ っ た も の を ２ 部 品 と す る こ と が で き 、 部 品 点 数 を
削 減 で き る と 共 に 、 予 め 車 体 に 固 定 し た 車 体 側 接 続 部 品 の 板 状 嵌 合 部 に 対 し て 、 ア ー ス 線
に 接 続 し て い る ア ー ス 端 子 の 電 気 接 触 部 を 嵌 合 係 止 す る だ け の 作 業 で ア ー ス 接 続 で き る た
め 、 作 業 工 程 を 簡 単 に す る こ と が で き る 。
か つ 、 自 動 車 の 解 体 時 に は 、 ア ー ス 線 を 引 き 抜 く だ け で 、 そ の 先 端 の ア ー ス 端 子 の 電 気 接
触 部 が 変 形 し て 板 状 嵌 合 部 先 端 の 係 止 爪 部 と の 係 止 が 解 か れ 、 車 体 側 接 続 部 品 よ り ア ー ス
端 子 が 外 れ る 。 よ っ て 、 従 来 の よ う に 、 ア ー ス 線 が 途 中 で 切 断 す る こ と な く 、 先 端 に 圧 着
し た ア ー ス 端 子 と 共 に ア ー ス 線 は 車 体 に 固 定 さ れ た 車 体 側 接 続 部 品 よ り 離 脱 さ せ る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
上 記 車 体 側 接 続 部 品 の 板 状 嵌 合 部 は 上 向 き に 傾 斜 さ せ て い る こ と が 好 ま し い 。 即 ち 、 ア ー
ス 線 を 車 体 よ り 取 り 除 く 時 に は 、 ア ー ス 線 は 上 方 へ と 引 っ 張 ら れ る た め 、 板 状 嵌 合 部 を 上
向 き に 斜 め 傾 斜 さ せ て 、 ア ー ス 端 子 の 電 気 接 触 部 と 嵌 合 さ せ て お く と 、 引 張 力 を 直 接 的 に
嵌 合 が 外 れ る 方 向 に 作 用 さ せ る こ と が で き 、 ス ム ー ズ に ア ー ス 端 子 と 板 状 嵌 合 部 と の 係 止
を 外 す こ と が で き る 。
特 に 、 ア ー ス 端 子 の 電 気 接 触 部 の 一 対 の 弾 性 係 止 片 を 下 向 き に 突 設 し た 状 態 と す る と 、 ア
ー ス 端 子 が 引 き 抜 き 時 に 上 向 き に 引 っ 張 れ る た め 、 下 方 の 車 体 に 固 定 さ れ て い る 板 状 嵌 合
部 で 下 向 き の 弾 性 係 止 片 は 広 が り や す く な り 、 ス ム ー ズ に ア ー ス 端 子 を 板 状 嵌 合 部 よ り 離
脱 さ せ る 事 が 出 来 る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
上 記 車 体 側 接 続 部 品 の 板 状 嵌 合 部 は 複 数 と し 、 ボ ル ト 軸 部 側 よ り 周 方 向 に 間 隔 を あ け て 突
出 さ せ た 構 成 と し て も よ い 。
さ ら に 、 上 記 車 体 側 接 続 部 品 は ボ ル ト 軸 部 側 よ り 連 結 板 部 を 突 設 し 、 該 連 結 板 部 よ り 間 隔
を あ け て 複 数 の 板 状 嵌 合 部 を 並 列 に 突 設 さ せ た 構 成 と し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
上 記 構 成 と す る と 、 １ つ の 車 体 側 接 続 部 品 に よ り 多 数 の ア ー ス 線 を 車 体 に ア ー ス 接 続 す る
こ と が で き 、 上 記 車 体 側 接 続 部 品 に ア ー ス ジ ョ イ ン ト コ ネ ク タ と 同 等 の 作 用 を 持 た せ こ と
が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
上 記 車 体 側 接 続 部 品 の 板 状 嵌 合 部 先 端 に 設 け る 係 止 爪 部 は 、 先 端 よ り 分 岐 し て 左 右 に 突 出
さ せ た 一 対 の 爪 部 か ら な り 、 該 爪 部 を ア ー ス 端 子 の 左 右 の 弾 性 係 止 片 の 後 端 に 引 っ 掛 け 、
電 線 引 き 抜 き 時 に 左 右 の 弾 性 係 止 片 が 広 が る こ と に よ り 係 止 が 解 か れ る 構 成 と す る こ と が
好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
ア ー ス 端 子 の フ ァ ス ト ン 形 状 の 電 気 接 触 部 に 係 止 す る 板 状 嵌 合 部 先 端 の 係 止 爪 部 を 上 記 形
状 と す る と 、 ア ー ス 端 子 の 両 側 の 弾 性 係 止 片 を 広 げ 易 く な る 。
な お 、 係 止 爪 部 の 形 状 は 上 記 に 限 定 さ れ ず 、 板 状 嵌 合 部 の 先 端 よ り 厚 肉 に 突 設 し た 爪 部 と
し て も よ く 、 ア ー ス 端 子 の 電 気 接 触 部 の 後 端 面 に 係 止 さ れ る 形 状 で あ れ ば よ い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 を 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。
図 １ 乃 至 図 ３ は 第 １ 実 施 形 態 を 示 す 。
本 実 施 形 態 で は 、 自 動 車 に 配 索 さ れ る ワ イ ヤ ー ハ ー ネ ス に 用 い ら れ る 電 線 ｗ の 端 末 に ア ー
ス 端 子 １ １ を 圧 着 し 、 該 ア ー ス 端 子 １ １ を 車 体 側 接 続 部 品 １ ０ を 介 し て 車 体 Ｐ に 接 続 し て
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ア ー ス 処 理 し て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
車 体 側 接 続 部 品 １ １ は 金 属 製 で あ り 、 図 １ に 示 す よ う に 、 六 角 柱 形 状 の ボ ル ト 頭 部 １ ０ ａ
と 、 該 ボ ル ト 頭 部 １ ０ ａ よ り 下 方 に 延 在 し ネ ジ 山 を 有 す る ボ ル ト 軸 部 １ ０ ｂ と 、 該 ボ ル ト
頭 部 １ ０ ａ と 該 ボ ル ト 軸 部 １ ０ ｂ と の 連 結 部 分 よ り 水 平 方 向 に 突 出 し た 環 状 鍔 部 １ ０ ｃ と
、 該 環 状 鍔 部 １ ０ ｃ の 外 周 端 の 一 部 よ り 斜 め 上 方 に 突 出 し た 板 状 嵌 合 部 １ ０ ｄ と 、 該 板 状
嵌 合 部 １ ０ ｄ の 先 端 に て 上 方 に 突 出 し た 係 止 爪 部 １ ０ ｅ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
な お 、 上 記 環 状 鍔 部 １ ０ ｃ と 板 状 嵌 合 部 １ ０ ｄ と 係 止 爪 部 １ ０ ｅ と で 構 成 さ れ る ア ー ス 端
子 接 続 部 １ ０ ｇ は 、 ボ ル ト 頭 部 １ ０ ａ と ボ ル ト 軸 部 １ ０ ｂ と で 構 成 さ れ る ボ ル ト 部 に 溶 接
に て 一 体 化 し て も よ い し 、 車 体 側 接 続 部 品 １ １ 全 体 を 一 体 成 形 し て も よ い 。
ま た 、 車 体 側 接 続 部 品 １ １ は 金 属 製 以 外 の 導 電 性 及 び 剛 性 を 有 す る 材 料 に て 形 成 し て も よ
い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
ア ー ス 端 子 １ １ は 、 電 線 ｗ を 圧 着 す る バ レ ル 部 １ １ ｄ と 、 バ レ ル 部 １ １ ｄ よ り 先 端 方 向 に
延 在 す る 基 板 部 １ １ ａ と 、 基 板 部 １ １ ａ の 両 側 よ り 折 り 返 し 状 に 突 出 さ せ 電 気 接 触 部 と な
る 弾 性 係 止 片 １ １ ｂ 、 １ １ ｃ と を 備 え て い る 所 謂 フ ァ ス ト ン 端 子 と し て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
車 体 側 接 続 部 品 １ ０ と ア ー ス 端 子 １ １ と を 用 い た ア ー ス 処 理 手 順 は 、 ま ず 図 ２ （ Ａ ） （ Ｂ
） に 示 す よ う に 、 車 体 側 接 続 部 品 １ ０ の ボ ル ト 軸 部 １ ０ ｂ を 車 体 Ｐ の 貫 通 孔 Ｈ に ネ ジ 止 め
し て 固 定 す る 。 そ し て 、 図 ２ （ Ｃ ） （ Ｄ ） に 示 す よ う に 、 ア ー ス 端 子 １ １ の 基 板 部 １ １ ａ
と 弾 性 係 止 片 １ １ ｂ 、 １ １ ｃ と の 間 の 内 部 空 間 に 車 体 側 接 続 部 品 １ ０ の 板 状 嵌 合 部 １ ０ ｄ
を 挿 通 さ せ て 、 係 止 爪 部 １ ０ ｅ を 弾 性 係 止 片 １ １ ｂ 、 １ １ ｃ の 後 端 に 係 止 固 定 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
次 に 、 解 体 時 に お い て 電 線 ｗ を 車 体 Ｐ よ り 取 り 外 す 際 の 手 順 は 、 図 ３ に 示 す よ う に 電 線 ｗ
を 斜 め 上 方 に 引 っ 張 る と 、 ア ー ス 端 子 １ １ と 板 状 嵌 合 部 １ ０ ｄ と の 接 触 が 可 撓 性 を 有 す る
弾 性 係 止 片 １ １ ｂ 、 １ １ ｃ に よ り 保 持 さ れ て い る だ け で あ る の で 、 上 記 引 張 力 に よ り 弾 性
係 止 片 １ １ ｂ 、 １ １ ｃ が 観 音 開 き 状 に 無 理 開 き す る こ と に よ っ て 係 止 爪 部 １ ０ ｅ と の 係 止
が 解 か れ 、 電 線 ｗ が 破 断 す る こ と な く ア ー ス 端 子 １ １ は 車 体 側 接 続 部 品 １ ０ よ り 離 脱 す る
。
【 ０ ０ ２ ４ 】
上 記 構 成 と す る と 、 前 記 図 １ ２ に 示 す よ う に 従 来 は ３ 部 品 で あ っ た も の を ２ 部 品 と す る こ
と が で き 、 部 品 点 数 を 削 減 で き る と 共 に 、 予 め 車 体 Ｐ に 固 定 し た 車 体 側 接 続 部 品 １ ０ の 板
状 嵌 合 部 １ ０ ｄ に 対 し て 、 電 線 ｗ に 接 続 し て い る ア ー ス 端 子 １ １ の 弾 性 係 止 片 １ １ ｂ 、 １
１ ｃ を 嵌 合 係 止 す る だ け の 作 業 で ア ー ス 接 続 で き る た め 、 作 業 工 程 を 簡 単 に す る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
さ ら に 、 自 動 車 の 解 体 時 に は 、 電 線 ｗ を 引 き 抜 く だ け で 、 ア ー ス 端 子 １ １ の 弾 性 係 止 片 １
１ ｂ 、 １ １ ｃ が 開 い て 変 形 す る こ と に よ っ て 、 板 状 嵌 合 部 １ ０ ｄ 先 端 の 係 止 爪 部 １ ０ ｅ と
の 係 止 が 解 か れ 、 従 来 の よ う に 電 線 ｗ が 途 中 で 破 断 す る こ と な く 、 車 体 側 接 続 部 品 １ ０ よ
り ア ー ス 端 子 １ １ を 簡 単 に 離 脱 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
ま た 、 電 線 ｗ を 車 体 Ｐ よ り 取 り 除 く 際 に 電 線 ｗ は 上 方 へ と 引 っ 張 ら れ る た め 、 車 体 側 接 続
部 品 １ ０ の 板 状 嵌 合 部 １ ０ ｄ を 斜 め 上 方 に 傾 斜 さ せ て い る こ と に よ り 、 引 張 力 を 直 接 的 に
嵌 合 が 外 れ る 方 向 に 作 用 さ せ る こ と が で き 、 ス ム ー ズ に ア ー ス 端 子 １ １ と 板 状 嵌 合 部 １ ０
ｄ と の 係 止 を 外 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
図 ４ は 第 ２ 実 施 形 態 を 示 す 。
第 １ 実 施 形 態 と の 相 違 点 は 、 ア ー ス 端 子 接 続 部 材 １ ２ と ボ ル ト １ ３ と を 回 転 自 在 に 係 止 し
て い る 点 で あ る 。
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【 ０ ０ ２ ８ 】
ア ー ス 端 子 接 続 部 材 １ ２ は 、 図 ４ （ Ａ ） に 示 す よ う に 、 環 状 鍔 部 １ ２ ａ と 、 環 状 鍔 部 １ ２
ａ の 中 心 穴 １ ２ ｅ の 内 周 端 に 対 向 し て 切 り 欠 い た 一 対 の 溝 部 １ ２ ｂ と 、 環 状 鍔 部 １ ２ ａ の
外 周 端 の 一 部 よ り 突 出 し た 板 状 嵌 合 部 １ ２ ｃ と 、 板 状 嵌 合 部 １ ２ ｃ の 先 端 に 突 出 し た 係 止
爪 部 １ ２ ｄ と を 備 え て い る 。
ボ ル ト １ ３ は 、 図 ４ （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 ボ ル ト 頭 部 １ ３ ａ と 、 ボ ル ト 頭 部 １ ３ ａ の 下 端
よ り 突 出 し た ネ ジ 山 を 有 す る ボ ル ト 軸 部 １ ３ ｂ と 、 ボ ル ト 軸 部 １ ３ ｂ の 外 面 の ボ ル ト 頭 部
１ ３ ａ 近 傍 に て 対 向 し て 突 出 し た 一 対 の 係 止 突 起 １ ３ ｃ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
ボ ル ト １ ３ へ の ア ー ス 端 子 接 続 部 材 １ ２ の 取 付 手 順 は 、 図 ４ （ Ｃ ） （ Ｄ ） に 示 す よ う に 、
ア ー ス 端 子 接 続 部 材 １ ２ の 中 心 穴 １ ２ ｅ を ボ ル ト 軸 部 １ ３ ｂ に 挿 通 し 、 ア ー ス 端 子 接 続 部
材 １ ２ の 溝 部 １ ２ ｂ を ボ ル ト １ ３ の 係 止 突 起 １ ３ ｃ に 通 過 さ せ る 。 そ の 後 、 図 ４ （ Ｅ ） に
示 す よ う に 、 ア ー ス 端 子 接 続 部 材 １ ２ を 回 転 さ せ る こ と に よ り 、 環 状 鍔 部 １ ２ ａ が ボ ル ト
頭 部 １ ３ ａ と 係 止 突 起 １ ３ ｃ と の 間 で 挟 持 さ れ て 回 転 自 在 に 係 止 さ れ る 。
な お 、 ア ー ス 端 子 の 構 成 、 ア ー ス 端 子 の 取 り 付 け ／ 取 り 外 し 手 順 は 第 １ 実 施 形 態 と 同 様 で
あ る た め 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
図 ５ は 第 ３ 実 施 形 態 を 示 す 。
第 １ 実 施 形 態 と の 相 違 点 は 、 車 体 側 接 続 部 品 １ ０ ’ の 板 状 嵌 合 部 １ ０ ｄ ’ の 先 端 に 突 設 し
た 係 止 爪 部 １ ０ ｅ ’ の 形 状 を 羽 根 状 と し て い る 点 で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
図 ５ （ Ａ ） （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 車 体 側 接 続 部 品 １ ０ ’ の 板 状 嵌 合 部 １ ０ ｄ ’ の 先 端 に は
一 対 の 係 止 爪 部 １ ０ ｅ ’ を 左 右 に 突 出 さ せ て お り 、 ２ つ の 係 止 爪 部 １ ０ ｅ ’ の 間 に は 先 端
に て 切 込 部 １ ０ ｆ ’ を 設 け て い る 。
ア ー ス 端 子 １ １ の 基 板 部 １ １ ａ と 弾 性 係 止 片 １ １ ｂ 、 １ １ ｃ と の 間 の 内 部 空 間 に 車 体 側 接
続 部 品 １ ０ ’ の 板 状 嵌 合 部 １ ０ ｄ ’ を 挿 通 さ せ て 係 止 爪 部 １ ０ ｅ ’ を ア ー ス 端 子 １ １ の 左
右 の 弾 性 係 止 片 １ １ ｂ 、 １ １ ｃ の 後 端 に 引 っ 掛 け る こ と で 、 ア ー ス 端 子 １ １ を 車 体 側 接 続
部 品 １ ０ ’ に 接 続 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
上 記 構 成 と す る と 、 係 止 爪 部 １ ０ ｅ ’ が 水 平 方 向 に 突 出 し て い る こ と 、 お よ び 、 先 端 に 切
込 部 １ ０ ｆ ’ を 設 け て い る こ と に よ り 、 電 線 ｗ を 引 き 抜 く 時 に 左 右 の 弾 性 係 止 片 が 広 が り
易 く な り 、 簡 単 に ア ー ス 端 子 １ １ を 離 脱 す る こ と が で き る 。 ま た 、 図 （ Ｃ ） に 示 す よ う に
、 係 止 爪 部 １ ０ ｅ ’ の 弾 性 係 止 片 １ １ ｂ 、 １ １ ｃ と の 接 触 側 の 辺 １ ０ ｅ － １ ’ を ハ の 字 状
に 傾 斜 さ せ る こ と で 、 電 線 ｗ を 引 き 抜 く 時 に 左 右 の 弾 性 係 止 片 が さ ら に 広 が り 易 く な り 好
ま し い 。
な お 、 第 ２ 実 施 形 態 と 同 様 に し て ア ー ス 端 子 接 続 部 材 と ボ ル ト と を 回 転 自 在 に 設 け て も よ
い こ と は 言 う ま で も な い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
図 ６ は 第 ４ 実 施 形 態 を 示 す 。
車 体 側 接 続 部 品 １ ０ ” の 板 状 嵌 合 部 １ ０ ｄ ” の 係 止 突 起 １ ０ ｅ ” の 形 状 を 丸 状 に 突 設 し て
い る 。
つ ま り 、 係 止 突 起 １ ０ ｅ ” が な だ ら か な 形 状 で あ る こ と に よ り 、 電 線 ｗ を 引 き 抜 く 時 に ア
ー ス 端 子 １ １ の 弾 性 係 止 片 １ １ ｂ 、 １ １ ｃ が 広 が り 易 く な り ア ー ス 端 子 の 離 脱 が 容 易 に 行
う こ と が で き る 。
な お 、 他 の 構 成 、 ア ー ス 端 子 の 取 り 付 け ／ 取 り 外 し 手 順 は 第 １ 実 施 形 態 又 は 第 ２ 実 施 形 態
と 同 様 で あ る た め 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
図 ７ （ Ａ ） は 第 ５ 実 施 形 態 を 示 す 。
第 １ 実 施 形 態 と の 相 違 点 は 、 環 状 鍔 部 ２ ０ ｃ の 外 周 端 よ り 突 出 す る 板 状 嵌 合 部 ２ ０ ｄ を 周
方 向 に 間 隔 を あ け て ４ つ 突 出 さ せ て い る 点 で あ る 。
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上 記 板 状 嵌 合 部 ２ ０ ｄ の 先 端 に は 係 止 爪 部 ２ ０ ｅ を 上 方 に 突 出 さ せ て い る 。
上 記 構 成 と す る と 、 １ つ の 車 体 側 接 続 部 品 ２ ０ に よ り 多 数 の 電 線 を 車 体 Ｐ に ア ー ス 接 続 す
る こ と が で き 、 車 体 側 接 続 部 品 ２ ０ に ア ー ス ジ ョ イ ン ト コ ネ ク タ と 同 等 の 作 用 を 持 た せ る
こ と が で き る 。
よ っ て 、 ジ ョ イ ン ト コ ネ ク タ を 廃 止 す る こ と が で き 、 部 品 点 数 の 低 減 に も 貢 献 す る 。
ま た 、 ４ つ の 板 状 嵌 合 部 ２ ０ ｄ は 放 射 状 に 設 け ら れ て い る た め 、 ア ー ス 端 子 １ １ を あ ら ゆ
る 方 向 か ら 接 続 す る こ と も 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
な お 、 環 状 鍔 部 ２ ０ ｃ よ り 突 出 す る 板 状 嵌 合 部 ２ ０ ｄ の 本 数 は 上 記 ４ つ に 限 定 さ れ る も の
で は な く 、 任 意 に 設 定 す る こ と が で き る 。
ま た 、 車 体 側 接 続 部 品 ２ ０ の 車 体 Ｐ へ の 固 定 方 法 は ボ ル ト 締 め 固 定 と し て い る が 、 図 ７ （
Ｂ ） に 示 す よ う に ボ ル ト 部 分 を 廃 止 し て 、 車 体 側 接 続 部 品 ２ ０ を 車 体 に 直 接 、 所 要 箇 所 Ｓ
を 溶 接 す る 構 成 と し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
図 ８ （ Ａ ） は 第 ６ 実 施 形 態 を 示 す 。
第 ５ 実 施 形 態 と の 相 違 点 は 、 環 状 鍔 部 の 代 わ り に 短 冊 状 の 連 結 板 部 ３ ０ ｃ を 備 え て お り 、
連 結 板 部 ３ ０ ｃ よ り 突 出 す る ４ つ の 板 状 嵌 合 部 ３ ０ ｄ を 連 結 板 部 ３ ０ ｃ の 一 側 よ り 間 隔 を
あ け て 並 設 し て い る 点 で あ る 。
本 構 成 と す る と 、 複 数 の ア ー ス 端 子 １ １ を 取 り 付 け る こ と が で き る こ と に よ り ジ ョ イ ン ト
コ ネ ク タ を 廃 止 す る こ と が で き る と 共 に 、 複 数 の ア ー ス 端 子 １ １ を 一 方 向 か ら 取 り 付 け る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
な お 、 連 結 板 部 ３ ０ ｃ よ り 突 出 す る 板 状 嵌 合 部 ３ ０ ｄ の 本 数 は 上 記 ４ つ に 限 定 さ れ る も の
で は な く 、 任 意 に 設 定 す る こ と が で き る 。
ま た 、 車 体 側 接 続 部 品 ３ ０ の 車 体 Ｐ へ の 固 定 方 法 は ボ ル ト 締 め 固 定 と し て い る が 、 図 ８ （
Ｂ ） に 示 す よ う に ボ ル ト 部 分 を 廃 止 し て 、 車 体 側 接 続 部 品 ３ ０ を 車 体 に 直 接 、 所 要 箇 所 Ｓ
を 溶 接 す る 構 成 と し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
図 ９ は 第 ７ 実 施 形 態 を 示 す 。
第 １ 実 施 形 態 と の 相 違 点 は 、 図 ９ （ Ａ ） に 示 す よ う に 、 板 状 嵌 合 部 ４ ０ ｄ の 先 端 に 設 け た
係 止 爪 部 ４ ０ ｅ を 下 向 き に 突 出 さ せ て お り 、 ア ー ス 端 子 １ １ も 下 向 き に 取 り 付 け る 点 で あ
る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
本 構 成 と す る と 、 図 ９ （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 ア ー ス 端 子 １ １ が 引 き 抜 き 時 に 上 向 き に 引 っ
張 れ る た め 、 下 方 の 車 体 Ｐ に 固 定 さ れ て い る 板 状 嵌 合 部 ４ ０ ｄ で 下 向 き の 弾 性 係 止 片 １ １
ｂ 、 １ １ ｃ は 広 が り や す く な り 、 ス ム ー ズ に ア ー ス 端 子 １ １ を 板 状 嵌 合 部 ４ ０ ｄ よ り 離 脱
さ せ る 事 が で き る 。
即 ち 、 電 線 ｗ を 上 方 に 引 っ 張 る こ と で 板 状 嵌 合 部 ４ ０ ｄ が 弾 性 係 止 片 １ １ ｂ 、 １ １ ｃ を 下
方 に 押 圧 す る こ と と な り 、 そ れ に よ り 図 ９ （ Ｃ ） に 示 す よ う に 、 弾 性 係 止 片 １ １ ｂ 、 １ １
ｃ が 開 放 さ れ て 容 易 に ア ー ス 端 子 １ １ を 離 脱 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 の 説 明 よ り 明 ら か な よ う に 、 本 発 明 に よ れ ば 、 上 記 車 体 側 接 続 部 品 を 一 体 化 さ せ て い
る た め 、 部 品 点 数 を 削 減 で き る と 共 に 、 予 め 車 体 に 固 定 し た 車 体 側 接 続 部 品 の 板 状 嵌 合 部
に 対 し て 、 ア ー ス 線 に 接 続 し て い る ア ー ス 端 子 の 電 気 接 触 部 を 嵌 合 係 止 す る だ け で あ る の
で 作 業 工 程 を 簡 単 と な る 。
さ ら に 、 ア ー ス 端 子 を フ ァ ス ト ン 端 子 と し て い る こ と で 、 自 動 車 の 解 体 時 に は ア ー ス 線 を
引 き 抜 く だ け で 、 ア ー ス 端 子 の 電 気 接 触 部 が 変 形 し て 係 止 が 解 か れ 、 ア ー ス 線 を 破 断 さ せ
る こ と な く ア ー ス 端 子 を 容 易 に 離 脱 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
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ま た 、 上 記 車 体 側 接 続 部 品 の 板 状 嵌 合 部 を 、 ア ー ス 線 の 引 っ 張 り 方 向 で あ る 上 向 き に 傾 斜
さ せ て い る こ と に よ り 、 引 張 力 を 直 接 的 に 嵌 合 が 外 れ る 方 向 に 作 用 さ せ る こ と が で き 、 ス
ム ー ズ に 係 止 を 外 す こ と が で き る 。
特 に 、 ア ー ス 端 子 の 電 気 接 触 部 の 一 対 の 弾 性 係 止 片 を 下 向 き に 突 設 し た 状 態 と す る と 、 板
状 嵌 合 部 の 押 圧 力 に よ り 下 向 き の 弾 性 係 止 片 は 広 が り や す く な り 、 ス ム ー ズ に 離 脱 さ せ る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
ま た 、 上 記 係 止 爪 部 は 、 先 端 よ り 分 岐 し て 左 右 に 突 出 さ せ た 一 対 の 係 止 爪 部 と す る と 、 ア
ー ス 線 の 引 き 抜 き 時 に 左 右 の 弾 性 係 止 片 が 広 が り 易 く な る 。
さ ら に 、 上 記 車 体 側 接 続 部 品 の 板 状 嵌 合 部 は 複 数 と す る こ と で 、 １ つ の 車 体 側 接 続 部 品 に
よ り 多 数 の ア ー ス 線 を 車 体 に ア ー ス 接 続 す る こ と が で き 、 ア ー ス ジ ョ イ ン ト コ ネ ク タ と 同
等 の 作 用 を 持 た せ こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 車 体 側 接 続 部 品 と ア ー ス 端 子 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 （ Ａ ） （ Ｂ ） （ Ｃ ） （ Ｄ ） は 車 体 側 接 続 部 品 と ア ー ス 端 子 と を 用 い た ア ー ス 処 理
手 順 を 示 す 図 面 で あ る 。
【 図 ３ 】 ア ー ス 端 子 の 離 脱 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 （ Ａ ） は 第 ２ 実 施 形 態 の ア ー ス 端 子 接 続 部 材 の 平 面 図 、 （ Ｂ ） は ボ ル ト の 正 面 図
、 （ Ｃ ） （ Ｄ ） （ Ｅ ） は ボ ル ト へ の ア ー ス 端 子 接 続 部 材 の 取 付 手 順 を 示 す 図 面 で あ る 。
【 図 ５ 】 （ Ａ ） は 第 ３ 実 施 形 態 の 車 体 側 接 続 部 品 の 斜 視 図 、 （ Ｂ ） は ア ー ス 端 子 を 車 体 側
接 続 部 品 に 接 続 し た 平 面 図 、 （ Ｃ ） は 要 部 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 第 ４ 実 施 形 態 の 車 体 側 接 続 部 品 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 （ Ａ ） （ Ｂ ） は 第 ５ 実 施 形 態 の 車 体 側 接 続 部 品 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 （ Ａ ） （ Ｂ ） は 第 ６ 実 施 形 態 の 車 体 側 接 続 部 品 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 （ Ａ ） は 第 ７ 実 施 形 態 の 車 体 側 接 続 部 品 と ア ー ス 端 子 の 斜 視 図 、 （ Ｂ ） （ Ｃ ） は
ア ー ス 端 子 の 離 脱 手 順 を 示 す 図 面 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 （ Ａ ） （ Ｂ ） は 従 来 の ア ー ス 端 子 の 斜 視 図 、 （ Ｃ ） は 車 体 へ の 固 定 を 示 す 図 面
で あ る 。
【 図 １ １ 】 従 来 の 問 題 点 を 示 す 図 面 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 別 の 従 来 例 を 示 す 図 面 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ０ 　 　 　 　 　 　 車 体 側 接 続 部 品
１ ０ ｂ 　 　 　 　 　 ボ ル ト 軸 部
１ ０ ｃ 　 　 　 　 　 環 状 鍔 部
１ ０ ｄ 　 　 　 　 　 板 状 嵌 合 部
１ ０ ｅ 　 　 　 　 　 係 止 爪 部
１ １ 　 　 　 　 　 　 ア ー ス 端 子
１ １ ｂ 、 １ １ ｃ 　 弾 性 係 止 片
１ ２ 　 　 　 　 　 　 ア ー ス 端 子 接 続 部 材
１ ２ ｂ 　 　 　 　 　 溝 部
１ ３ 　 　 　 　 　 　 ボ ル ト
１ ３ ｃ 　 　 　 　 　 係 止 突 起
ｗ 　 　 　 　 　 　 　 電 線 （ ア ー ス 線 ）
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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